












要約:本班の長期コーホート調査・研究を補完するため、同一年齢の小児の時代的変遷を

1980 年と 1991 年における中学生の身体・栄養の変化を観察することにより検討した。男

女とも身長、体重が増加し、血清総コレステロールの平均値が約 10mg/d1 高くなった。女

子で肥満、コレステロール高値のものの割合が増加した。家族歴、肥満度、運動とコレス

テロール値の関連はみられなかった。栄養摂取量は大きな変化はなかった。 


